
なないろの羽　支援プログラム 作成日　令和6年　10月　1日

法人理念

支援方針

営業時間 有

健康・生活 運動・感覚 認知・行動
言語・

コミュニケーション

人間関係・

社会性

マット運動 〇 〇 〇

ラダートレーニング 〇 〇 〇

視知覚トレーニング 〇 〇 〇 〇

直写・視写 〇 〇 〇

音読・フラッシュカード 〇 〇 〇

聴覚トレーニング 〇 〇 〇

サーキット運動 〇 〇 〇 〇

ボール運動 〇 〇 〇

器具用具を使った運動 〇 〇 〇

ゲーム性のある運動 〇 〇 〇 〇

リズム運動 〇 〇 〇

コーディネーション運動 〇 〇 〇 〇

宿題支援 〇 〇 〇

なないろプリント 〇 〇 〇

直写 〇 〇

読書 〇 〇

着席・姿勢 〇 〇 〇

工作 〇 〇 〇 〇

一人遊び 〇 〇 〇 〇

友だちや先生との遊び 〇 〇 〇 〇

トイレ・着替え 〇 〇

準備・後片付け 〇 〇

あいさつ 〇 〇

マナー 〇 〇 〇

現在も将来も本人と家族が安心して生活できるよう、学校・関係者・他事業所等との連携・調整をしながら支援を提供します。

◆職員の質の向上

職員の知識・技術の向上のための研修計画を策定し、実施します。また、事業所外の研修にも積極的に参加します。

◆主な行事等

季節の行事イベント・図画工作イベント・外出レクリエーション・他事業所との交流（野菜収穫・運動会）

◆家族支援

送迎時・連絡帳・面談を通じて、支援内容や成長をお伝えします。

本人や家族全体の困りごとに対する相談援助を行います。必要に応じて関係機関と連携を図りながら支援を実施します。

家族のニーズに合わせて、延長支援を行います。

◆移行支援

日常的に学校・関係機関と連絡調整その他連携を図ります。

具体的な移行や将来的な移行を見据えた相談援助や、移行先との連絡調整を行います。

◆地域支援・地域連携

休み時間

ー集団生活の中で生きる力を身につけるー

集団の中で安心してすごせるようあたたかい関わりに努め、ひとりひとりの個性の客観的理解に基づいた支援を実

施します。利用児童の目の前の社会である「小学校」においても成功体験を積み重ねることができるよう、でき

た！ほめられて嬉しい！体験を積み重ねていきます。発達年齢をふまえた肯定的な関わりで、運動面からできるこ

とを増やし集団運動、集団の中での学習を基本とする。

送迎実施の有無平日：9：30～18：30　学校休業日：9：00～18：00

日課

関連する領域

食事

学習

運動

支援プログラム

※集団を軸とし、ニーズに応じて小集団・個別で支援します


